
砂町

門仲

Ｄｅｅｐに迫る
 多彩なまち

　 江東

水彩サロン
2019春学期

主催：ＮＰＯ法人 江東区の水辺に親しむ会　
協力：公益財団法人 江東区文化コミュニティ財団 
　　　江東区森下文化センター

   お申込み　　先着順【直接窓口または電話】森下文化センター ℡03-5600-8666  【ｅメール】江東区の水辺に親しむ会 mizube＠talo－city.co.jp

       　　会  場　  

森下文化センター会議室   

日

日

日

 5/12　　 14:00～16:00
 「門前仲町の今と昔」大井哲爾（江東区副区長）

 7/14  14:00～16:00
　「豊洲の今と昔」渡辺哲三（豊洲商友会）

 

 6/9　　  14:00～16:00
 「砂町の今と昔」久染健夫（江東区船番所資料館）

 

第１回

第２回

第３回

参加費    各回1000円(資料代込、ドリンク付)講師による話題提供、参加者と講師で意見交換

SUISAI SALON 2019

(135-0004 東京都江東区森下3-12-17)

豊洲

江東区内には、それぞれの特色を持ったまちがあります。多彩な顔をもつ江東区について、地域に
生まれ育った講師のみなさまに肌で感じたまちの変化や魅力について語っていただきます。

かつては都電が交叉し、映画館もあった町、お縁日でにぎわった
大横川の町はどう変わったのか。

砂村ねぎで知られる砂町や東大島地区は、水辺を通じて水運のもとで発展した。

石炭埠頭や電力会社があったエネルギーの町は、新しい住宅地として発展している。大学や
ショッピングセンターでも賑わう町の変貌


